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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧及び電流を出力する電源と、
　前記電源から出力された電流の電流値を測定する電流測定部と、
　前記電源からの電圧及び電流が入力され、入力された電圧を異なる電圧値に変換したも
のと電流とを出力するコンバーターと、
　前記コンバーターから出力された電圧及び電流によって動作する複数のデバイスと、
　消費電力を削減するための省エネモードに設定された場合に、前記省エネモード時に動
作する１又は複数のデバイスの動作電圧範囲のうち下限電圧の最大値と上限電圧の最小値
との間の電圧値の電圧であって、前記電流測定部によって測定される最小の電流値に対応
する電圧値の電圧を出力するよう前記コンバーターを制御する制御部と、
を備える電子機器。
【請求項２】
　前記複数のデバイスそれぞれの動作電圧範囲に対応する動作電圧範囲データを記憶する
記憶部をさらに備え、
　前記制御部は、前記省エネモードが設定された場合に、前記記憶部に記憶された前記動
作電圧範囲データに基づいて、前記省エネモード時に動作する１又は複数のデバイスの下
限電圧の最大値と上限電圧の最小値とを得て、前記下限電圧の前記最大値と前記上限電圧
の前記最小値との範囲で前記コンバーターから出力される電圧の電圧値を変化させると共
に、当該電圧値を変化させたときの電流値を前記電流測定部によって測定させ、前記電流
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測定部によって測定される電流値が最小となるときに対応する電圧値の電圧を前記コンバ
ーターから出力させる
請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記省エネモードは、複数の設定があり、
　前記制御部は、複数の省エネモードのうちいずれかに設定された場合に、設定された省
エネモード時に動作する１又は複数のデバイスの下限電圧の最大値と上限電圧の最小値と
を得る
請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記複数のデバイスそれぞれの前段に配置された電圧電流遮断部をさらに備え、
　前記記憶部は、前記複数の省エネモードと、各省エネモードが設定される場合に電圧及
び電流の供給が停止されるデバイスとをそれぞれ関係付けた停止デバイスデータをさらに
記憶し、
　前記制御部は、前記複数の省エネモードのいずれかに設定された場合に、前記記憶部に
記憶された前記停止デバイスデータに基づいて電圧及び電流の供給が停止されるデバイス
を特定し、特定したデバイスに対して電圧及び電流の供給を遮断するよう特定したデバイ
スの前段に配置される前記電圧電流遮断部を制御する
請求項３に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費電力を低減させる省エネモードに設定することが可能な電子機器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　複合機及びプリンター（画像形成装置）等の電子機器には、交流電圧を直流電圧に変換
した後、ＤＣ／ＤＣコンバーターによって入力された直流電圧を電圧値の異なる直流電圧
に変換して、各部（各機能）に対して出力するものがある。そして、画像形成装置には、
用紙に画像を形成する等の通常の動作を行う通常モードから消費電力を低減させる省エネ
モードに移行された場合に、ＤＣ／ＤＣコンバーターの出力を省エネモードでも動作する
各部（各機能）の動作電圧（電源仕様）の下限値に設定するものがある（特許文献１参照
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３４５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載された電子機器では、ＤＣ／ＤＣコンバーターの出力
を各部（機能）の動作電圧の下限値に設定した場合に、ＤＣ／ＤＣコンバーターの入力電
圧と出力電圧との電圧差が大きくなり、ＤＣ／ＤＣコンバーターの効率が悪くなるおそれ
がある。そして、ＤＣ／ＤＣコンバーターの効率が悪くなった場合には、消費電力は却っ
て増加してしまう。
【０００５】
　本発明は、省エネモードに設定された場合に、消費電力を低減させる電子機器を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明は、電圧及び電流を出力する電源と、前記電源から出力された電流の電流値を測
定する電流測定部と、前記電源からの電圧及び電流が入力され、入力された電圧を異なる
電圧値に変換したものと電流とを出力するコンバーターと、前記コンバーターから出力さ
れた電圧及び電流によって動作する複数のデバイスと、消費電力を削減するための省エネ
モードに設定された場合に、前記省エネモード時に動作する１又は複数のデバイスの動作
電圧範囲のうち下限電圧の最大値と上限電圧の最小値との間の電圧値の電圧であって、前
記電流測定部によって測定される最小の電流値に対応する電圧値の電圧を出力するよう前
記コンバーターを制御する制御部と、を備える電子機器に関する。
【０００７】
　また、電子機器は、前記複数のデバイスそれぞれの動作電圧範囲に対応する動作電圧範
囲データを記憶する記憶部をさらに備え、前記制御部は、前記省エネモードが設定された
場合に、前記記憶部に記憶された前記動作電圧範囲データに基づいて、前記省エネモード
時に動作する１又は複数のデバイスの下限電圧の最大値と上限電圧の最小値とを得て、前
記下限電圧の前記最大値と前記上限電圧の前記最小値との範囲で前記コンバーターから出
力される電圧の電圧値を変化させると共に、当該電圧値を変化させたときの電流値を前記
電流測定部によって測定させ、前記電流測定部によって測定される電流値が最小となると
きに対応する電圧値の電圧を前記コンバーターから出力させることが好ましい。
【０００８】
　また、前記省エネモードは、複数の設定があり、前記制御部は、複数の省エネモードの
うちいずれかに設定された場合に、設定された省エネモード時に動作する１又は複数のデ
バイスの下限電圧の最大値と上限電圧の最小値とを得ることが好ましい。
【０００９】
　また、電子機器は、前記複数のデバイスそれぞれの前段に配置された電圧電流遮断部を
さらに備え、前記記憶部は、前記複数の省エネモードと、各省エネモードが設定される場
合に電圧及び電流の供給が停止されるデバイスとをそれぞれ関係付けた停止デバイスデー
タをさらに記憶し、前記制御部は、前記複数の省エネモードのいずれかに設定された場合
に、前記記憶部に記憶された前記停止デバイスデータに基づいて電圧及び電流の供給が停
止されるデバイスを特定し、特定したデバイスに対して電圧及び電流の供給を遮断するよ
う特定したデバイスの前段に配置される前記電圧電流遮断部を制御することが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、省エネモードに設定された場合に、消費電力を低減させる電子機器を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の電子機器の一実施形態に係る複合機の全体構成を説明するための図であ
る。
【図２】複合機の機能構成を示すブロック図である。
【図３】複合機の特徴部分について説明するためのブロック図である。
【図４】各デバイスの動作電圧範囲の一例を示す図である。
【図５】省エネモード１～３の場合に、動作するデバイス及び非動作となるデバイスの一
例を示す図である。
【図６】複合機の動作について説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の電子機器の一実施形態について説明する。電子機器に
は、例えば、複合機、コピー機及びプリンター等の画像形成装置が挙げられる。このため
、以下の実施形態では、本発明の電子機器が複合機に適用された例について説明する。ま
ず、複合機１の全体構成について説明する。図１は、本発明の電子機器の一実施形態に係
る複合機１の全体構成を説明するための図である。
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【００１３】
　図１に示すように、本実施形態の複合機１は、原稿搬送部１０と、原稿読取部２０と、
用紙搬送部３０と、画像形成部４０と、転写部５０と、定着部６０とを備える。
　原稿搬送部１０は、ＡＤＦ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｅｅｄｅｒ）
であり、原稿載置部１１と、第１送りローラー１２と、ガイド１３と、タイミングローラ
ー対１４と、原稿排出部１５とを備える。第１送りローラー１２は、原稿載置部１１に載
置された原稿Ｇを１枚ずつ順にタイミングローラー対１４に供給する。タイミングローラ
ー対１４は、原稿読取部２０が原稿Ｇの画像を読み取るタイミングと、原稿Ｇの画像が原
稿読取部２０によって読み取られる位置（ガイド１３が配置されている位置）に原稿Ｇを
供給するタイミングとを合わせるために、原稿Ｇの搬送又は原稿Ｇの搬送停止を行う。ガ
イド１３は、搬送された原稿Ｇを後述する第１読取面２１ａに導く。原稿排出部１５は、
原稿読取部２０によって画像が読み取られた（ガイド１３を通過した）原稿Ｇを複合機本
体２の外部に排出する。
　原稿排出部１５における複合機本体２の外側には、原稿集積部１６が形成される。原稿
集積部１６には、原稿排出部１５から排出された原稿Ｇが積層して集積される。
【００１４】
　原稿読取部２０は、第１読取面２１ａと、第２読取面２２ａとを備える。第１読取面２
１ａは、ガイド１３に対向して配置された第１コンタクトガラス２１の上面に沿って形成
され、原稿Ｇの画像を読み取る面となる。第２読取面２２ａは、第１読取面２１ａに隣接
して（図１に示す場合では、第１読取面２１ａの右側の大部分に亘って）配置される。第
２読取面２２ａは、原稿搬送部１０を用いずに原稿Ｇの画像を読み取る場合に用いられる
。第２読取面２２ａは、原稿Ｇが載置される第２コンタクトガラス２２の上面に沿って形
成され、原稿Ｇの画像を読み取る面となる。
【００１５】
　また、原稿読取部２０は、照明部２３と、第１ミラー２４と、第２ミラー２５と、第３
ミラー２６と、結像レンズ２７と、撮像部２８とを複合機本体２の内部に備える。照明部
２３と第１ミラー２４とは、それぞれ副走査方向Ｘに移動する。第２ミラー２５と第３ミ
ラー２６とは、図１において照明部２３及び第１ミラー２４の左側に配置される。さらに
、第２ミラー２５及び第３ミラー２６は、第１ミラー２４と、第２ミラー２５と、第３ミ
ラー２６と、結像レンズ２７とを介した第１読取面２１ａ又は第２読取面２２ａから撮像
部２８までの距離（光路長）を一定に保ちつつ、それぞれ副走査方向Ｘに移動する。
【００１６】
　照明部２３は、原稿Ｇに光を照射する光源である。第１ミラー２４、第２ミラー２５及
び第３ミラー２６は、光路長を一定に保ちつつ、原稿Ｇによって反射された光を結像レン
ズ２７に導くためのミラーである。結像レンズ２７は、第３ミラー２６から入射した光を
撮像部２８に結像させる。撮像部２８は、入射された光を電気信号に変換することにより
、結像された光像に基づいて画像データを得るための撮像素子であり、例えば、ＣＣＤ（
Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒ
ｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等のイメージセンサーであ
る。
【００１７】
　用紙搬送部３０は、第２送りローラー３１と、第３送りローラー３２と、レジストロー
ラー対３３と、用紙排出部３４とを備える。第２送りローラー３１は、給紙カセット３６
に収容される用紙Ｔ（被画像形成媒体）を転写部５０に供給する。第３送りローラー３２
は、手差しトレイ３７に載置される用紙Ｔ（被画像形成媒体）を転写部５０に供給する。
レジストローラー対３３は、転写部５０にトナー画像が到達するタイミングと、転写部５
０に用紙Ｔを供給するタイミングとを合わせるために、用紙Ｔの搬送又は用紙Ｔの搬送停
止を行う。また、レジストローラー対３３は、用紙Ｔのスキュー（斜め給紙）補正を行う
。用紙排出部３４は、トナー画像が定着された用紙Ｔを複合機本体２の外部に排出する。
　用紙排出部３４における複合機本体２の外側には、排紙集積部３５が形成される。排紙
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集積部３５には、用紙排出部３４から排出された用紙Ｔが積層して集積される。
【００１８】
　画像形成部４０は、トナー画像を形成するためのものであり、感光体ドラム４１と、帯
電部４２と、レーザースキャナーユニット４３と、現像器４４と、クリーニング部４５と
、トナーカートリッジ４６と、１次転写ローラー４７と、中間転写ベルト４８と、対向ロ
ーラー４９とを備える。
　感光体ドラム４１（４１ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄ）は、ブラック、シアン、マゼン
タ及びイエローそれぞれのトナー画像を形成するために、感光体又は像担持体として機能
する。各感光体ドラム４１ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄの周囲には、感光体ドラム４１の
回転方向に沿って上流側から下流側へ順に、帯電部４２と、レーザースキャナーユニット
４３と、現像器４４と、クリーニング部４５とが配置される。帯電部４２は、感光体ドラ
ム４１の表面を帯電させる。レーザースキャナーユニット４３は、感光体ドラム４１の表
面から離れて配置され、原稿読取部２０によって読み取られた原稿Ｇに関する画像データ
に基づいて感光体ドラム４１の表面を走査露光する。これにより、感光体ドラム４１の表
面には、露光された部分の電荷が除去されて静電潜像が形成される。現像器４４は、感光
体ドラム４１の表面に形成された静電潜像にトナーを付着させてトナー画像を形成する。
クリーニング部４５は、除電器（図示せず）によって感光体ドラム４１の表面が除電され
た後のその表面に残るトナー等を除去する。
　トナーカートリッジ４６は、現像器４４に供給される各色のトナーを収容する。トナー
カートリッジ４６と現像器４４とは、トナー供給路（図示せず）により接続されている。
【００１９】
　１次転写ローラー４７（４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄ）は、中間転写ベルト４８に
おける各感光体ドラム４１ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄとは反対側にそれぞれ配置される
。中間転写ベルト４８は、画像形成部４０及び転写部５０を通過するベルトである。中間
転写ベルト４８の一部分は、各感光体ドラム４１ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄと各１次転
写ローラー４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄとの間に挟み込まれ、各感光体ドラム４１ａ
，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄの表面に形成されたトナー画像が１次転写される。対向ローラ
ー４９は、環状形状の中間転写ベルト４８の内側に配置され、中間転写ベルト４８を図１
に示す矢印Ａ方向に進行させるための駆動ローラーである。
【００２０】
　転写部５０は、２次転写ローラー５１を備える。２次転写ローラー５１は、中間転写ベ
ルト４８に関して対向ローラー４９とは反対側に配置され、中間転写ベルト４８の一部分
を対向ローラー４９との間に挟みこむ。さらに、２次転写ローラー５１は、中間転写ベル
ト４８に１次転写されたトナー画像を用紙Ｔに２次転写させる。
【００２１】
　定着部６０は、加熱回転体６１と、加圧回転体６２とを備える。加熱回転体６１と加圧
回転体６２とは、トナー画像が２次転写された用紙Ｔを挟み込んで、トナーを溶融及び加
圧し、そのトナーを用紙Ｔに定着させる。
【００２２】
　次に、複合機１の機能構成について説明する。図２は、複合機１の機能構成を示すブロ
ック図である。
　複合機１は、上述した構成要素（原稿搬送部１０、原稿読取部２０、用紙搬送部３０、
画像形成部４０、転写部５０及び定着部６０）を備える。用紙搬送部３０、画像形成部４
０、転写部５０及び定着部６０によりエンジン部３が構成される。なお、図１を用いて説
明した構成要素については、その説明を省略する。
　さらに、複合機１は、上述した機能構成に加えて、操作部７０と、記憶部８０と、通信
部１００と、制御部９０とを備える。
【００２３】
　操作部７０は、テンキー（図示せず）、タッチパネル（図示せず）及びスタートキー（
図示せず）等を備える。テンキーは、印刷部数等の数字を入力するために操作される。タ
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ッチパネルは、種々の機能（一例として、印刷倍率の設定機能や、複数のページを１枚の
用紙Ｔに割り付ける機能（２ｉｎ１等））が割り当てられた複数のキー等を表示する。タ
ッチパネルに表示されたキーは、種々の機能のうちのいずれかを複合機１に実行させるた
めに操作される。スタートキーは、印刷を実行させるために操作される。操作部７０は、
いずれかのキーが操作されることにより、このキーが操作されたことを表す信号を制御部
９０に供給する。
【００２４】
　記憶部８０は、ハードディスクや半導体メモリー等から構成される。記憶部８０は、原
稿読取部２０によって読み取られた原稿Ｇに基づく画像データを記憶する。また、記憶部
８０は、複合機１において利用される制御プログラム、及びこの制御プログラムによって
利用されるデータ等を記憶する。
【００２５】
　通信部１００は、通信回線（図示せず）等に接続され、ファクシミリ等の通信を行う。
　制御部９０は、原稿搬送部１０、原稿読取部２０、エンジン部３、操作部７０等を制御
する。
【００２６】
　以下、図面を参照して、本実施形態に係る複合機１の特徴部分の構成について説明する
。図３は、複合機１の特徴部分について説明するためのブロック図である。図４は、各デ
バイス１１２（各デバイス１１２に配置されるＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）等の回路）の動作電圧範囲の一
例を示す図である。
　複合機１は、低圧電源１１０（本発明の「電源」に対応する）と、電流測定部１１４と
、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１（本発明の「コンバーター」に対応する）と、複数のデ
バイス１１２と、電力遮断部１１３（本発明の「電圧電流遮断部」に対応する）と、省エ
ネＣＰＵ９１（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）（本発明の「制御部
」に対応する）と、記憶部８０とを備える。
【００２７】
　低圧電源１１０は、電圧及び電流を出力する。
　電流測定部１１４は、低圧電源１１０と後述するＤＣ／ＤＣコンバーター１１１との間
に接続される。電流測定部１１４は、低圧電源１１０から出力された電流の電流値を測定
する。電流測定部１１４は、電流値の測定データを後述する省エネＣＰＵ９１に出力する
。
【００２８】
　ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１は、低圧電源１１０からの電圧及び電流が入力され、入
力された電圧を異なる電圧値に変換したものと電流とを出力する。すなわち、ＤＣ／ＤＣ
コンバーター１１１は、入力された直流電圧の電圧値とは異なる電圧値の直流電圧を出力
する。ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１は、後述する省エネＣＰＵ９１の制御に基づいて、
出力する直流電圧の電圧値を変化させることが可能である。
【００２９】
　デバイス１１２は、ＤＣ／ＤＣコンバーターから出力された電圧及び電流によって動作
する。デバイス１１２は、例えば、原稿読取部２０、エンジン部３、通信部１００及び操
作部７０等である。
　電力遮断部１１３は、複数のデバイス１１２それぞれの前段に配置される。電力遮断部
１１３は、後述する省エネＣＰＵ９１の制御に基づいて、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１
からデバイス１１２に供給される電力（電圧及び電流）を遮断することが可能である。電
力遮断部１１３は、例えば、スイッチ、バイポーラトランジスター及びユニポーラトラン
ジスター等である。
【００３０】
　省エネＣＰＵ９１は、上述した制御部９０の一部を構成する。省エネＣＰＵ９１は、消
費電力を削減するための省エネモードに複合機本体２が設定された場合に、省エネモード
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時に動作する１又は複数のデバイス１１２の動作電圧範囲のうち下限電圧の最大値と上限
電圧の最小値との間の電圧値の電圧であって、電流測定部１１４によって測定される最小
の電流値に対応する電圧値の電圧を出力するようＤＣ／ＤＣコンバーター１１１を制御す
る。
【００３１】
　例えば、図４に示すように、省エネモード時に動作する４つのデバイス１１２（デバイ
ス１、デバイス２、デバイス３及びデバイス４）が存在する場合には、デバイス１１２（
デバイス１１２に配置される回路）の動作電圧範囲のうちの下限電圧は、１．５Ｖ（デバ
イス１）、１．６Ｖ（デバイス２）、１．７Ｖ（デバイス３）及び１．５Ｖ（デバイス４
）となる。さらに、下限電圧の最大値は、例えば、１．５Ｖ（デバイス１及びデバイス４
）、１．６Ｖ（デバイス２）及び１．７Ｖ（デバイス３）のうちの最大の電圧値１．７Ｖ
となる。また、例えば、動作電圧範囲のうち上限電圧は、２．１Ｖ（デバイス１）、２．
０Ｖ（デバイス２）、１．９Ｖ（デバイス３）及び１．９Ｖ（デバイス４）となる。さら
に、上限電圧の最小値は、例えば、２．１Ｖ（デバイス１）、２．０Ｖ（デバイス２）、
１．９Ｖ（デバイス３及びデバイス４）のうちの最小の電圧値１．９Ｖ（デバイス３及び
デバイス４）となる。そして、省エネＣＰＵ９１は、例えば、ＤＣ／ＤＣコンバーター１
１１から出力される電圧における上述した１．７Ｖ（下限電圧の最大値）と１．９Ｖ（上
限電圧の最小値）との間の電圧値であって、そのＤＣ／ＤＣコンバーター１１１に入力さ
れる電流の電流値が最小となるときに対応する電圧値の電圧をＤＣ／ＤＣコンバーター１
１１から出力させる。
【００３２】
　ここで、記憶部８０には、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧の上述し
た電圧値に対応する電圧値データが記憶されることが好ましい。そして、記憶部８０に電
圧値データが記憶される場合において、複合機本体２が省エネモードに設定されると、省
エネＣＰＵ９１は、記憶部８０に記憶される電圧値データに基づいて、上述した電圧値の
電圧を出力するようＤＣ／ＤＣコンバーター１１１を制御する。
【００３３】
　また、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧の上述した電圧値は、省エネ
ＣＰＵ９１によって次のようにして求められる。
　まず、記憶部８０には、複数のデバイス１１２それぞれの動作電圧範囲に対応する動作
電圧範囲データが記憶される。各デバイス１１２の動作電圧範囲の一例は、図４に示すも
のである。
【００３４】
　省エネＣＰＵ９１は、省エネモードが設定された場合に、記憶部８０に記憶された動作
電圧範囲データに基づいて、省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の下
限電圧の最大値と上限電圧の最小値とを得る。例えば、図４に示す場合には、下限電圧の
最大値は、１．７Ｖであり、上限電圧の最小値は、１．９Ｖである。この後、省エネＣＰ
Ｕ９１は、下限電圧の最大値と上限電圧の最小値との範囲でＤＣ／ＤＣコンバーター１１
１から出力される電圧の電圧値を変化させる。例えば、省エネＣＰＵ９１は、ＤＣ／ＤＣ
コンバーター１１１から電圧を出力させ、その電圧の電圧値を１．７Ｖから１．９Ｖまで
変化させる。
【００３５】
　さらに、省エネＣＰＵ９１は、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧の電
圧値を変化させたときの電流値を電流測定部１１４によって測定させ、電流測定部１１４
によって測定される電流値が最小となるときに対応する電圧値を取得する。例えば、省エ
ネＣＰＵ９１は、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧を１．７Ｖから１．
９Ｖまで変化させたときに、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１に入力される電流の電流値が
最小になるときに対応する、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１の出力電圧の電圧値を取得す
る。
【００３６】
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　そして、省エネＣＰＵ９１は、取得された電圧値を電圧値データとして記憶部８０に記
憶させる。省エネモードＣＰＵは、複合機本体２が省エネモードに設定された場合に、記
憶部８０に記憶される電圧値データに基づいて、取得された電圧値の電圧をＤＣ／ＤＣコ
ンバーター１１１から出力させる。
【００３７】
　また、省エネモードは、複数の設定があることが好ましい。図５は、省エネモード１～
３の場合に、動作するデバイス及び非動作となるデバイスの一例を示す図である。図５に
示すように、例えば、省エネモードは、３つあることが好ましい。省エネモード１が設定
された場合には、電力遮断部１１３が制御されることにより、デバイス１（１１２）に電
力（電圧及び電流）が供給され（ＯＮ）、デバイス２～４（１１２）に電力（電圧及び電
流）が供給されない（ＯＦＦ）。また、省エネモード２が設定された場合には、電力遮断
部１１３が制御されることにより、デバイス１，２（１１２）に電力が供給され（ＯＮ）
、デバイス３，４（１１２）に電力が供給されない（ＯＦＦ）。また、省エネモード３が
設定された場合には、電力遮断部１１３が制御されることにより、デバイス１～３（１１
２）に電力が供給され（ＯＮ）、デバイス４（１１２）に電力が供給されない（ＯＦＦ）
。ここで、デバイス１（１１２）は、例えば、通信部１００である。デバイス２（１１２
）は、例えば、エンジン部３である。デバイス３（１１２）は、例えば、操作部７０であ
る。デバイス４（１１２）は、例えば、原稿読取部２０である。なお、省エネモードの数
は、３つに限定されることはない。
【００３８】
　複数の省エネモードのうちいずれかに設定された場合に、省エネＣＰＵ９１は、設定さ
れた省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の下限電圧の最大値と上限電
圧の最小値とを得る。例えば、省エネモード１が設定された場合には、省エネＣＰＵ９１
は、デバイス１（１１２）（デバイス１（１１２）に配置される回路）の動作電圧範囲の
うち下限電圧１．５Ｖと上限電圧２．１Ｖとを取得する。省エネモード２が設定された場
合には、省エネＣＰＵ９１は、デバイス１，２（デバイス１，２（１１２）に配置される
回路）それぞれの動作電圧範囲のうち下限電圧の最大値１．６Ｖと上限電圧の最小値２．
０Ｖを取得する。また、省エネモード３が設定された場合には、省エネＣＰＵ９１は、デ
バイス１～３（デバイス１～３（１１２）に配置される回路）それぞれの動作電圧範囲の
うち下限電圧の最大値１．７Ｖと上限電圧の最小値１．９Ｖとを取得する。
【００３９】
　そして、省エネＣＰＵ９１は、取得された下限電圧の最大値と上限電圧の最小値とに基
づいて、複数の省エネモードそれぞれに対応してＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力
される電圧の電圧値をさらに取得する。
【００４０】
　また、記憶部８０は、複数の省エネモードと、各省エネモードが設定される場合に電圧
及び電流の供給が停止されるデバイス１１２とをそれぞれ関係付けた停止デバイスデータ
をさらに記憶することが好ましい。一例として、停止デバイスデータは、省エネモード１
と、その省エネモード１が設定された場合に、電力（電圧及び電流）の供給が停止される
デバイス２～４（１１２）とを対応付けたものである。
【００４１】
　そして、記憶部８０に停止デバイスデータが記憶される場合に、複数の省エネモードの
いずれかに複合機本体２が設定されると、省エネＣＰＵ９１は、記憶部８０に記憶された
停止デバイスデータに基づいて電力（電圧及び電流）の供給が停止されるデバイス１１２
を特定し、特定したデバイス１１２に対して電力（電圧及び電流）の供給を遮断するよう
特定したデバイス１１２の前段に配置される電力遮断部１１３を制御する。一例として、
省エネモード１が設定された場合には、省エネＣＰＵ９１は、停止デバイスデータに基づ
いて電力の供給が停止されるデバイス２～４（１１２）を特定し、デバイス２～４（１１
２）それぞれの前段に電気的に接続される電力遮断部１１３を制御することにより、デバ
イス２～４（１１２）への電力供給を停止させる。
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【００４２】
　次に、本実施形態における複合機１の動作について説明する。図６は、複合機１の動作
について説明するためのフローチャートである。なお、以下で説明する動作には、ＤＣ／
ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧の電圧値を求めるときの動作が含まれる。
【００４３】
　ステップＳＴ１において、複合機本体２は、省エネモードに設定される。上述したよう
に、省エネモードが複数ある場合には、複合機本体２は、複数の省エネモードのうちのい
ずれかに設定される。
【００４４】
　ステップＳＴ２において、省エネＣＰＵ９１は、省エネモードに対応する、下限電圧の
最大値と上限電圧の最小値とを得る。すなわち、省エネＣＰＵ９１は、複数の省エネモー
ドのうちいずれかが設定された場合に、記憶部８０に記憶される動作電圧範囲データに基
づいて、設定された省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の下限電圧の
最大値と上限電圧の最小値とを得る。
【００４５】
　ステップＳＴ３において、省エネＣＰＵ９１は、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から電
圧を出力させ、その電圧の電圧値をステップＳＴ２にて取得された下限電圧の最大値と上
限電圧の最小値との間で変化させる。
【００４６】
　ステップＳＴ４において、省エネＣＰＵ９１は、ステップＳＴ３にて電圧値を変化させ
ている間、電流測定部１１４によって低圧電源１１０から出力される電流の電流値を測定
させ、その測定の結果から最小の電流値を得る。
【００４７】
　ステップＳＴ５において、省エネＣＰＵ９１は、ステップＳＴ４にて最小の電流値が得
られたときにおける、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１の出力電圧の電圧値を取得する。
【００４８】
　ステップＳＴ６において、省エネＣＰＵ９１は、ステップＳＴ５にて取得された電圧値
と同一の電圧値の電圧をＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力させる。
【００４９】
　以上説明したように、本実施形態の複合機１によれば、以下の効果が奏される。
　すなわち、本実施形態の複合機１は、消費電力を削減するための省エネモードに設定さ
れた場合に、省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の動作電圧範囲のう
ち下限電圧の最大値と上限電圧の最小値との間の電圧値の電圧であって、電流測定部１１
４によって測定される最小の電流値に対応する電圧値の電圧をＤＣ／ＤＣコンバーター１
１１から出力させる。これにより、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１へ入力される電流の電
流値が最小になるため、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１の効率は良くなる。よって、複合
機１は、消費電力を低減させることができる。
【００５０】
　また、複合機１は、省エネモードが設定された場合に、記憶部８０に記憶された動作電
圧範囲データに基づいて、省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の下限
電圧の最大値と上限電圧の最小値とを得て、下限電圧の最大値と上限電圧の最小値との範
囲でＤＣ／ＤＣコンバーター１１１から出力される電圧の電圧値を変化させると共に、そ
の電圧値を変化させたときの電流値を電流測定部１１４によって測定させ、電流測定部１
１４によって測定される電流値が最小となるときに対応する電圧値の電圧をＤＣ／ＤＣコ
ンバーター１１１から出力させる。これにより、複合機１は、ＤＣ／ＤＣコンバーター１
１１に入力される最小の電流値を求めることができる。
【００５１】
　また、複合機１は、複数の省エネモードのうちいずれかに設定された場合に、設定され
た省エネモード時に動作する１又は複数のデバイス１１２の下限電圧の最大値と上限電圧
の最小値とを得る。これにより、複合機１は、複数の省エネモードのうちいずれかに設定
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された場合でも、設定された省エネモードに対応し、ＤＣ／ＤＣコンバーター１１１に入
力される最小の電流値を求めることができる。
【００５２】
　また、複合機１は、複数の省エネモードのいずれかに設定された場合に、記憶部８０に
記憶された停止デバイスデータに基づいて電力（電圧及び電流）の供給が停止されるデバ
イス１１２を特定し、特定したデバイス１１２に対して電力（電圧及び電流）の供給を遮
断する。これにより、複合機１は、省エネモードに移行することができる。
【００５３】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されることはなく、種々の形態で実施するこ
とができる。
　本実施形態の複合機１は、カラー複合機であるが、この形態に限定されることはなく、
モノクロ複合機であってもよい。
　また、本実施形態の複合機１は、中間転写ベルト４８を介して用紙Ｔにトナー画像を転
写している（間接転写方式）が、この形態に限定されることはなく、感光体ドラムに形成
されたトナー画像を直接に用紙Ｔに転写してもよい（直接転写方式）。
　また、本実施形態の複合機１は、用紙Ｔの片面を印刷する構成であるが、これに限定さ
れることはなく、用紙の両面を印刷する構成であってもよい。
【００５４】
　また、本発明の画像形成装置は、上述した複合機１に限定されることはない。すなわち
、本発明の画像形成装置は、コピー機又はプリンターであってもよい。
　また、本発明の画像形成装置によってトナー画像が定着される被画像形成媒体は用紙Ｔ
に限定されることはなく、例えば、ＯＨＰ（オーバーヘッドプロジェクター）シート等の
フィルムシートであってもよい。
【符号の説明】
【００５５】
１…複合機（画像形成装置）、８０…記憶部、９１…省エネＣＰＵ（制御部）、１１０…
低圧電源（電源）、１１１…ＤＣ／ＤＣコンバーター（コンバーター）、１１２…デバイ
ス、１１３…電力遮断部（電圧電流遮断部）、１１４…電流測定部



(11) JP 5347008 B2 2013.11.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(12) JP 5347008 B2 2013.11.20

【図６】



(13) JP 5347008 B2 2013.11.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００４－０３４５２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０５５６６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－２１０７３２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｊ　　１／００－１／１６
              Ｈ０２Ｍ　　３／００－３／４４
              Ｂ４１Ｊ　２９／００－２９／７０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

